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することにより，モデルの正当性を検証している。さらにレーザー波長を 1μm より 0.25μm に短かく
すると，流体力学的効率は1. 7 ~4倍の範囲で改善されることを示している。

























短波長レーザーの有効性を指摘している。 波長を 1μm より 0.25μm とすることにより，流体力学的
効率が1.7 ~4倍の範囲で改善されることを示している。
(3) 2 電子温度成分プラズマにおけるパラメトリック不安定性の解析を行ない，高温電子の加熱機構
がパラメトリック励起された電子音波によることを述べ 電子プラズマ周波数より低い領域ではラ
マン散乱が発生することを示している。
(4) 2 電子温度でかつ異なる質量対電荷比のイオンを含んだプラズマの等温膨張過程を解明しプラズ
マパラメータとイオン速度分布の関連を求めている。
(5) イオン速度分布に観測されるデイップの機構が，高温電子による膨張と低温電子による膨張，わ
よびその間の空間電荷による相互作用であることを明らかにしている。
(6) 高温，低温のプラズマ電子温度，電子密度の比を膨張プラズマのイオン速度分布より求める理論
的な手法を考察し，これを実験結果に適用し，その有効性を検証している。
以上のように本論文は， レーザープラズマ相互作用，アプレーション過程に関して重要な多くの知
見を得ており，核融合工学に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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